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オランダのＶａｎＴｈｉｅｒｃｒα/・（1960）によって海産

魚に由来する幼線虫によるヒトの局所性腸炎の報告が行

なわれて以来，その主な病原虫であるアニサキスの研究

が相次いで発表されるようになった．アニサキス症の診

断のための免疫反応の応用についても，いろいろな研究

がなされている．森下ら（1965）がアニサキス症患者の

皮内反応を行なったのに続いて，著者（1966）の報告が

あり，小林ら（1968）は虫体およびＥＳ抗原によるヒト

での皮内反応を検討している．Ogilvie（1964）が寄生

蠕虫感染のネズミについてpassivecutaneousana‐

phylaxis（PCA）の方法を用いて，homologousPCA

の概念を導入して以来，ＢｌｏｃｈｅＺａＪ．（1968）に至って

寄生蠕虫罹患のネズミのhomocytotropicantibodyは

ヒトのアトピーをおこさせる７Ｅグロブリンにana]o‐

gousな特異な免疫グロブリンであることを証明してい

る．

著者はアニサキスＩ型幼虫を感染させたウサギや，幼

虫抽出液やﾙﾉﾉsα肋ｓｐ成虫抗原によって感作された

ウサギにhomocytotrypicantibodyの成立を証明し，

それが７Ｇに由来するとも考えられるheterocytotrop-

icantibidyと異なることを知ったのでここに報告す

る．

実験材料および方法

１）抗原作製の方法アニサキス幼虫はアジの腹腔

から採取したＡ"/ｓａＡｉｓＩ型幼虫で，体長1.5～２０ｍｍ

のものを使用した．アニサキス成虫は和歌山県太地でと

れたマイルカＤｅ”A/"“ぬＺｚＷｓの第３胃からとった

Ａ'２/sα肋ｓｐ・で生かしたまま温生理的食塩水に入れて

岐阜に持ち帰って処理した．以上の幼虫体も成虫体もと

もに滅菌生理的食塩水で数回洗ってきれいにした後，出

来るだけ無菌的に細切した．磨砕機で細挫してからアセ

トン処理を数回行ないアセトン乾燥末として保存した．

２）感染方法活発に動いている幼虫をウサギに６０

隻宛経口投与した．この量を１回だけ投与のものと，２

日間隔で３回投与のものについて実験を行なった．採血

後の血清は-20°Ｃのフリーザーの中に保存した．

３）感作方法幼虫および成虫体のアセトン乾燥末

をそれぞれ30ｍｇ用いて，ｐＨ7.2のリン酸緩衝生食水

１ｍｌに溶解し，等量のFreund，scompleteadjuvant

を加えて乳剤とし，その１ｍｌをウサギの足蹄に１回だ

け注入した．採血は注射後５日間隔で６回継続した．ま

た別の群のウサギに１週間の間隔で連続３回感作を行な

った．この際毎回同量のadjuvantを加えた抗原を追加

注入した．

４）Passivecutaneousanaphylaxis（PCA）の方法

ウサギは2.5～3.0ｋｇの健康なものを用い，モルモット

は250～3009の健康な白系を用いた．

１％エバンスブルー色素液はエバンスブルー（第一化

学）１９を滅菌生理的食塩水100ｍｌに溶解して用いた．

リン酸緩衝生理食塩水(ｐＨ7.2)は精製水１１中にＮａ２

ＨＰＯ･7Ｈ２０を1.4839,ＫＨ２ＰＯ４･Ｈ２０を0.4339とＮａＣｌ

を6.8ｇ溶解して作った．

５）ＰＣＡ反応の術式Heterocytotropicantigen

の検出にはウサギ→モルモットによった．モルモットの

背部を電気バリカンで皮層を傷つけないように剃毛し，

ウサギ抗血清を皮内に0.1ｍlずつ注射した．４～６時間

後に１９６エバンスブルー液とアニサキス抗原を等量同時

にモルモットの下大腿静脈に注入して，３０分後の青色斑

の測定をした．

Homocytotropic抗体の検出はウサギ→ウサギによっ

た．ウサギの背部を剃毛してウサギ抗血清0.1ｍlを皮内

注射し，７２時間後に耳静脈から１％エバンスブルー液

1.5ｍｌと同量のアニサキス抗原１％抽出液を注入した

た．惹起抗原は幼虫および成虫のものを用いた．その濃

度はアセトン乾燥末の１％リン酸緩衝生理食塩水抽出液

で，このものの蛋白窒素をミクロキエルダール法で測定

し幼虫の場合は0.910ｍｇＰＮ/ｍｌで成虫の場合はＬ４２

ｍｇＰＮ/ｍｌであった．homocytotropic抗鯲体の力価の測

定は抗血清の併数稀釈法によってＰＣＡ反応陽,性限界を
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Table3Heterocytotropicandprecipitating

antibodiesbyinfection

求めた．稀釈液はリン酸緩衝生理食塩水ｐＨ7.2を用い

た．結果は静注後30分の青色斑の大きさによった．２０

ｍｍ以上をH+，１５～19ｍｍを+++，１０～14ｍｍを什，５

～９ｍｍを＋とし，４ｍ以下を±，青色斑のないもの

を－とした．

６）Homocytotropic抗体の耐熱性およびメルカプト

エタノール感受性試料抗血清0.5ｍlをセロファンチ

ューブに入れ，0.1M2-mercaptoethanolに対し３時間

室温で透析し，つぎにこれを0.02Miodacetamide500

ml中で24時間室温で透析した．この再処理した血清を

更にｐＨ7.2のリン酸緩衝生理的食塩水を数回とりかえ

ながら４．Ｃ下で，１８～24時間透析した．

耐熱`性をしらべるには56.Ｃ下で２時間および６時間

処理した．

Daysafterinfection
RabbitNo、 ３６１０１５２０２５３０

７
００４８４００

８
０００００００

９
０００００００

＊ＲａｂｂｉｔＮｏ７，８，６０１arvae，ＮＣ９，

６０１arvae＋completeadjuvant

＊（－）sizeofbluespotofPCA；０～８(number)，

dilutiontiterofprecipitatingantibody．

成虫抗原の１回だけの感作による場合は第１表に示すよ

うである．ウサギＮｏ．１および２は幼虫抗原で，Ｎｏ．

３，４および５は成虫抗原での感作である．Ｎｏ．１では

３日後に抗体産生がみられこの状態は30日後までつづい

てみられた．しかしＮｏ．２では３～30日の間に一度も

抗体を証明出来なかった．Ｎｏ．３も抗体を証明出来なか

ったがＮｏ．４では３～10日までは抗体産生がなく１５日

後に至って証明され，３０日後でも証明出来た．Ｎｏ．５で

はＮｏ．１同様に３～30日に亘って抗体が証明された．

Ｎｏ．１，２と３，４について３日後から30日後に至る間

の沈降反応を試みた成績が第１表に同時に示されてい

る．heterologousPCAと沈降抗体の力価とは平行して

いることがわかり，heterologousPCA陰性のウサギで

は沈降反応陰性である．このことから両者は不可分の関

係にあることがわかる．

次に成虫抗原を同量のadjuvantと共に１週間の間隔

で３回連続ウサギの足蹴に注射して感作した場合を第２

表に示してある．この場合は第２週から陽性となり12週

後でも陽性を持続した．沈降体価の方も大体平行して陽

`性を持続した．

アニサキス幼虫を60匹ずつ３羽のウサギに経口投与し

て，同時にFreund，ｓｃｏｍｐ]eteadjuvantを足蹴に１

ｍｌ注入したものでは，３～30日に亘ってheterologous

PCAを実施したが，３羽とも陰性であった．そして沈

降抗体をしらべたがＮｏ．１のウサギにだけ10～20日に

丘ってごく弱い力価で証明された．このことは第３表に

示されている．

２）Homocytotropicantibody

ウサギ→ウサギによるhomocytotropicantibodyの

産生状況はつぎのようである．まず１回だけの感作の場

合にはNo.１０～24までの15羽のウサギ中No.１２，１７お

実験成績

１）Heterocytotropicantibody

ウサギ→モルモットによるheterocytotropicantibody

の産生の状態は次のようである．アニサキス幼虫および

TablelShowingtheappearanceofheterocy‐

totropicandprecipitatingantibodiesinthe

seraofrabbitsbysensitization

Daysaftersensitization

RabbitNo・Ａｎｔｉｇｅｎ３６１０１５２０２５３０

Ｈ＋＋Ｈ＋Ｈ冊一H＋‐H＋＋Ｈ
１１arvae

３２６４１２８２５６６４３２３２

２〃
ＯＯＯＯＯＯＯ

３ａｄｕｌｔｓ
ＯＯＯＯＯＯＯ

－－－＋-Ｈ１＋‐H＋
４〃

０００４１６３２６４

－Ｈ‐H＋‐H＋Ｈ＋冊冊Ⅲ
５〃

１６６４６４１２８２５６２５６１２８

ｓｉｚｅｏｆｂｌｕｅｓｐｏｔｏｆＰＣＡ

(number)，dilutiontiterofprecipL
tatingantibody．

*－～+Ｈ

Ｏ～２５６

Table2Heterocytotropicandprecipitating

antibodiesbysensitization

（３timesatoneweekinterval）

RabbitNo.／ Weeksaftersensitization

l2３４５６７８９１０１１１２
蘂／Antigen

冊冊＋Ｈ‐H＋Ｈ＋Ｈ＋‐H＋－H＋
2５６５１２２５６１２８１２８６４６４３２6/aduMit襲幽

↑↑↑

＊↑・injectionofadultantigen

（７６）
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Table5Homocytotropicandprecipitating

antibodiesbyinfection

よび23のウサギだけhomocytotropicantibodyの産生

をみた．その産生は６日後に陽転したもの２，１０日後に

陽転したもの１で，前者は15日後までと20日後まで持続

し，後者では25日後まで持続した．幼虫経口投与１回だ

けのNo.２５と26のウサギにはこの抗体は証明されなか

った．２日間隔で更に２回計３回各60匹ずつ幼虫を投与

したNo.２７，２８と29ではNo.２７と29のウサギに10日後

に抗体の産生をみ15日までと20日まで抗体が経続して

証明されたしかもNo.２５，２６と27～29は第一回目の

投与の際Freund,scompleteadjuvantを足蹴に１ｍｌ

注入しておいたもので，No.２７～29は第２回以後経口投

与のときはadjuvantを注入せず，No.２５と26は１度も

adjuvant注射をしていない．adjuvantの注入がｈｏｍｏ‐

cytotropicantibodyの産生に特別に寄与しないようで

Table4Showingtheappearanceofhomocyto‐

tropicandprecipitatingantibodiesinthe

seraofrabbitsbysensitization

Daysafterinfection
RabbitNo．３６１０１５２０２５３０

2５
０００００００

２６
０００００００

－＋＋Ｈ＋ト＋±－
２７
０００００００

２８
００２８４００

２９￣＋‐Ｈ－＋卜±－－
０００００００

＊－～Ⅲ，ｓｉｚｅｏｆｂｌｕｅｓｐｏｔｏｆＰＣＡ；０～４，

（number)，dilutiontiterofprecipitating

antibody・

RabbitNo、２５，２６，６０１arvae

No、２７～２９，ｅａｃｈ６０１ａｒｖａｅ

（３timeswith2daysinterval）

ある．感作および感染させたウサギでの沈降抗体の産生

状況をしらべたのが第４および５表である．No.１２およ

び17のウサギには沈降抗体が証明されずNo.２３のウサ

ギの沈降抗体も力価が低い.そのようなウサギにｈｏｍｏ‐

cytotropicantibodyの産生されていることは興味があ

る．感染させた群でも沈降抗体の証明されないウサギに

homocycotropicantibodyが見られる．

３）Homocytotropicantibodyの力価

第１図に示すように感作することによってえられる

heterocytotropicantibodyの力価と沈降抗体の力価と

は平行するし，Ｎｏ．６のウサギのように１週間の間隔で

３回連続感作すると両者の平行の関係は一層はっきりす

る．これを第２図に示してある．これに反してｈｏｍｏ‐

cytotropicantibodyの力価は沈降抗体の力価と反比例

する．ＰＣＡに用いる抗血清の稀釈度による陽,性反応の

Daysaftersensitization

RabbitNo，ａｎｔｉｇｅｎ３６１０１５２０２５３０

1０adults
４８１６３２１６８

１１〃
０２４２２００

－－H＋冊什十±－
１２〃

０００００００

１３〃
０４１６３２６４１２８６４

１４〃
０８１６３２８４４

１５〃
００４８１６３２１６

１６〃
０２８１６８４４

－什一H＋＋＋±－－
１７〃

０００００００

１８〃
０２８１６８４４

１９〃
００２８１６３２１６

２０１aｒｖａｅＯＯＯＯ４３２１６

２１〃
００００４８１６

２２〃
４８３２６４３２１６８

－－＋＋＋＋＋＋±
２３〃

０００４２２０

２４〃
０８１６３２６４１２８３２

８
４
２
６
８
４
２
６
８
４
２

４
２
１
５
２
６
３
１

０
０
５
２
１

２
ｌ

』
④
』
｛
伊

ＲａｂｂｉｔＮｏ５

－－～竺bbi[Nol
￣、△

ｼﾞﾆﾆ互又、>ぐ-----今－
－と￣、､＿

巖
ロ、

￣－，

－＝一一一一一一一つ

oｌｏｇＤｕｓＰＣＡｔｉｔｅｒ

ｐｉｔａｔｉｎｇｔｉｔｅｒ

－Heter

C

-------‐Ｐｒｅｃ，

＊－～Ｈ，ｓｉｚｅｏｆｂｌｕｅｓｐｏｔｏｆＰＣＡ；０～128

（number)，diluitontiterofprecipitating

antibody．

３６１０１５２０２５３０

Daysaftersensitization

FiglTiterofinducedheterocytotropicantibody．

（７７）
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WeeksafterSensitization(３ｔｉｍｅsinjections
withoneweekinterval）

Ｆｉｇ．２Titerofinducedheterocytotropic
antibody．

↑３↑６↑１０１５２０２５３０
Daysafterinfection

Fig4Titerofinducedhomocytotropic
antibody（threetimesinfections
with2daysinterval)．
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ｈｏｕｒｓ

Ｆｉｇ５ＬａｔｅｎｔｐｅｒｉｏｄｏｆｈomologousPCA・

幼虫抗原を用いても，成虫抗原を用いても大体似た結果
がえられた．即ち幼虫抗原で感作して成虫抗原を惹起抗

原としても，その逆でも反応陽'性となる．

５）Homocytotropicantibodyに対する熱およびメル

カプトエタノールの影響

抗体の熱に対する不安定性は第６図に示されている．

56°Ｃ２時間処理で活性は50％となり，56.Ｃ６時間処

理で20％に減ずる．一方heterocytotropicantibodyは

熱に殆んど影響されない．５６°Ｃ６時間処理でもtitre

は減じていない．これを第６図に示してある．

メルカプトエタノール処理での影響については２－ｍｅ‐

rcaptoethanol処理だけではｈｏｍｏおよびheterocyto‐

tropicantibody共変りがないが，２－mercaptoethanol

処理とiodacetamide処理をして還元とアルキル化を行

なうとｈｏｍｏの方の抗体だけが抗体活性を失う．しか

しheteroの方の抗体は75％の残存活性を保持してい

る．このことは第６表に示されている．

Daysaftersensitization

Fig3Titerofinducedhomocytotropic
antibody、

倍率を力価として35日に亘って観察すると感作の場合に

は256倍稀釈まで陽性であったものが最高で，他は32倍，

64倍に止つた．そして10日後と15日後が最高価を示し，

20日と25日後にこの抗体は証明されなくなった．感染の

場合には16倍，３２倍と最高値が低く，１０日後に最高値を

示し20～25日後には抗体が証明されなくなった．これを

第３図と４図が示している．

４）Homocytotropicantibodyの組織固着性

抗体を正常なウサギに皮下注射後の惹起抗原を静注す
るまでの時間とＰＣＡ反応の強さとの関係を検討した．

即ち第５図に示すように72時間後が最高の力価を示すが

144時間後でも12時間後のものより大きい青色斑が見ら

れた．

ＰＣＡを実施する際homocytotropicantibodyの場

合には特にpassivetransferをされるウサギによって

抗体に対す態度を異にすることがある．要するにｉｎ

ｖｉｖｏにおける反応の不安定性を示す．惹起抗原として

（７８）
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よく似ていて７Ｅグロブリンにanalogousであるとい

われている．ZvaiHereZaZ.(1966）は結晶中アルブミン

でウサギを感作すると47羽中22羽にreaginが証明され，

homologousPCA陽性であったという．

Bloch（1967）はヒト，モルモット，ラットおよびウ

サギについて各々のhomocytotropic抗体の特性を比較

検討し易熱性であり，還元とアルキル化によって不活化

することは共通しているという．電気泳動ではヒトは７１

の部にあり分子量は7.7Ｓであるとし，モルモットのも

のは７，で6.5Sであるという．ラットのものはβで７Ｓ

より少し<大であり，ウサギのものは７Ｇの山より早く

移動し，分子量は７Ｓより少し<大であるとした．皮層

固着性はヒトでは28日以上，モルモットは２～４日，

ラットは３０日以上でウサギは１７日以上であるといっ

ている．ＢｌｏｃｈｅＺａＺ.(1968）はMPPosZγo"g)ノルｓ６ハル

之娩"Ｓｃを感染させたネズミで，そのhomocytotropic

antibodyはｐＨ8.6で寒天中で電気泳動すると７Ｇ，７Ａ

および７Ｍよりも早く移動し，分子量は７Ｓより大き

く１９Ｓより小さいという．７Ａグロブリンのdiethyla‐
minoethylセルローズクロマトグラフィー上でｈｏｍｏ‐

cytotropicantibodyの活↓性は，ラット抗血清に対する

ウサギ抗血清で吸収することによって，７Ａは吸収され

本抗体だけが残るこのことからもネズミで生じた

homocytotropicantibodyはヒトの７Ｅグロブリンに

analogousな特異なネズミの免疫グロブリンからなって

いることが証明されたという．ＭａｌｌｅｙｅＺａＪ.(1968）は

ブタ回虫の粗雑な抽出液や電気泳動で精製した抗原をサ

ルの皮内に注射して感作し，アトピー型の抗体の出来る

ことを報告している．この活性は40～90日つづくが，

Ａｒthus型やdelayedhypersensitivityの反応はこの際
にはみられないという．StrejanBZaZ.（1968）はラット

を百日咳菌ワクチンをadjuvantとしてブタ回虫抗原で
感作すると，８匹のラット中６に１：８０のtitreの

hemocytotropicantibodyができるという．anamnestic

responseについては６日後にadjuvantなしに0.1ｍｇ

注入すると間もなく１：160の力価にあがるが，１４日後に
注入したのではhomocytotropicantibodyは成立しな

いと報告している．いずれにしても寄生蠕虫感染によっ

てヒトのreaginに似た抗体ができることは確かなよう

である．著者のアニサキス成虫および幼虫体抗原による

ウサギの感作実験でも早い時期にhomocytotropican‐

tibodyがつくられることが証明できた．しかしこのと

きheterocytotropicantibydyは沈降抗体と平行してつ

０２
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め
つ
二
’
二

ｕｓＰＣＡhetrologo
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1･

ｈｏｕｒｓｏｆｈｅａｔｉｎｇ

Ｆｉｇ６Ｅｆｆｅｃｔｏｆｈｅａｔｉｎｇｏｎｈｏｍｏ‐and

heterocytotropicantibodies・

Table61nHuenceofreductionandalkylation
tohetero‐andhomocytotropicantibodies

Heterocytotropicantibody（rabbit→guineapig）
ControlSample

Mercaotoethanol

Mercaptoethanol
＋Iodacetamide

Homocytotropicantibody

２０×２０２０×２０

２０×２０１６×１５

(rabbit→rabbit）

ControlSample

Mercaptocthanol

Mercaptoethanol
＋Iodacetatide

１８×２０

１８×２０

１８×２０

０

総括および考按

森下ら（1969）は寄生蠕虫症の皮内反応の特異性への

疑問について記載した．ヒトでの寄生蠕虫症の皮内反応

を行なう場合，ＰＫ反応によるpassivetransferが可

能なことからアトピーであると述べている学者がある．

Ovary（1964）がウサギを免疫した場合その抗血清をモ

ルモットにpassivetransferするＰＣＡ反応を紹介し

てから，この方法によるアレルギーの研究が急速に進歩

した．そしてOgilvie（1964）によって寄生蠕虫症での

ｈｏｍｏとheteroのＰＣＡの関係が報告された．しかし

Ogilvieの考えた様に感染の場合にのみhomocytotropic

なＰＣＡが成立するのでないことが追々に判明して来

た．EdwardseZaZ．（1967）はマンソン住血吸虫を感染

させたサルで罹患後６週でhomocytotropicantibody

が成立したことを他のサルにpassivetransferして証

明した．そしてこの組織結合性の強いhomocytotropic

antibodyはpassivetransferして72時間後の力価を100

とすると６時間後のものは16で７日後のものは58であっ

たという．著者がアニサキスで証明したものも72時間後

が一番titreが高く６時間後より144時間後のものの方

がより力価は高かった．サルに住血吸虫を感染させた場

合そのhomocytotropicantibodyはヒトのreaginに

（７９）



194

くられ,このもののあるウサギにはhomocytotropic

antibodyは証明されにくいことが証明された．アニサ

キス幼虫感染によってもウサギにhomocytotropican-

tibodyがつくられる．以上の実験からhomOcytOtropic

antibodyは動物に対してある種の異種の蛋白が注入さ

れたとき’７Ｇ抗体の成立する以前に早い時期につくら

れるものであるらしい．著者はこの抗体は異種の蛋白に

対して浅い接触の瞬間につくられ，やがてその動物が正

式に身構えて防禦抗体をつくるようになると証明されに

くくなるものと考えている．

ＪＩｍｍｕｎｏＬ、100,629-636.

3）Edwards．Ａ、Ｊ，Jones，Ｖ、Ｅ，Smithers，Ｓ・
RandTerry，ＲＪ．（1967)：Theoccurrence

andpropertiesofreaginsinrhesusmonkeys
infectedwithASMisroso"ｚａ７"α"so"/・Ａｎｎ・

tropMedParasit.，６１(3)，280-293.

4）Freund，Ｊ､，Thomson，Ｋ・』.，Hough，Ｈ、Ｂ，

Ｓｏｍｍｅｒ，Ｈ、EandPisai，Ｔ、Ⅲ（1948）：
Antibodyformationandsensitizationwith

theaidofadjuvant．』．Ｉｍｍｕｎｏ1．，６０，３９３－
３９８．

５）小林昭夫・熊田三由・石崎達・勝呂毅・小糸賢
太郎：アニサキス幼虫体抽出液ならびに同虫体

の排泄物．分泌物抗原による皮内反応Ｉ，Ⅱ，
寄生虫誌，17,407-413,414-418.

6）Malley,Ａ､，Amkraut,Ａ､Ａ､，Strejan，Gand

Campbell，，．Ｈ、（1968)：Hypersensitivityto
Asca7isantigen,IIIAtopic-typehypersensiti-

vityinducedinrhesusmonkeys．』・Ｉｍｍｕｎｏ１，
１０１，２９２－３００．

７）森下哲夫・小林瑞穂・坂田六郎・五藤基・山田

稲好・榊原弘・三島誠也・古橋貞二郎・平岡義

雄・山田正仁(1965）：Ａ"加肋症の皮膚反応．
寄生虫誌，14,230-232.

8）Ogilvie，ＢＭ．（1964)：Reagin-likeantibod-

iesinanimalsimmunetohelminthparasites、
Nature，２０４，９１．

９）Strejan，Ｇ・ａｎｄCampbell，、Ｈ、Hypersen‐
sitivitytoAsca7zsantigens・IVProductionof

homocytotropicantibodiesintherat．』、１ｍ‐

muno1.,101,628-637.

10）谷口正明(1966）：Ａ７ｚｆｓαﾊ/ｓの研究(1)抗原性．
寄生虫誌，15,502-506.

11）Wilson，ＲＪ・MandBloch，ＫＪ．（1968光
Homocytotropicantibodyresponseｉｎｔｈｅｒａｔ

ｎｆｅｃｔｅｄｗｉｔｈｔｈｅｎｅｍａｔｏｄｅＭ〃osZ７℃"g)ﾉZZZs
〃α”Zie"se・IICharacteristicsoftheimmune

response．Ｊ・Ｉｍｍｕｎｏ1.,100,622-628.

12）ZvaiHer，Ｊ、Ｎ・andBecker，ＬＥ．（1966)：

RabbitanaphylacticantibodyJExp．Med.，
123,935-950.

結

菫四

ウサギにＡ"isα肋ＳＰＰの成虫および幼虫抽出液で

感作したり，幼虫を経口感染させるとhomocytotropic

antibodyが形成される．heterocytotropicantibodyと

precipitatingantibodyは平行して形成されるが，その

ときはhomocytotropicantibodyは証明されない．

Homocytotropicantibodyは成虫抽出液１回感作で１０

羽のウサギ中２羽に，幼虫抽出液１回感作で５羽中１羽

に６日後証明され，幼虫60匹宛２日間隔で３回投与した

場合10日後に３羽中２羽に証明された．本抗体の持続期

間は感作の場合は14～20日で，感染の場合は10日位であ

る．homologousPCAを行なうときのlatentperiod

は72時間後が一番titreが高く144時間でも可能である．

Homocytotropicantibodyは易熱性で，還元およびア

ルキル化によって不活化する．
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Abstract !

HOMOCYTOTROPIC ANTIBODY OF THE RABBITS, SENSITIZED OR

INFECTED WITH ANISAKIS (NEMATODA)

Masaaki TANIGUCHI

{Department of Parasitology, School of Medicine, Gifu University, Japan.)

Phosphate-buffered saline extract of Anisakis spp. adults or larvae were injected into foot

pads of rabbits with Freund's complete adjuvant. After 6 days, homocytotropic antibody were

detectable in only 3 of 15 rabbits and this activity continued for about 14-20 days. When rab

bits were infected three times orally with 60 larvae each at two days interval, homocytotropic anti

body were detectable after 10 days in 2 of 3 rabbits and this activity continued for about ten

days. Latent period of homologous PCA was 72 hours for maximum titre and it continued till 144

hours or over. The homocytotropic activity was heat-labile and turned inactive by reduction

and alkylation. By sensitization or infection with Anisakis, heterocytotropic antibody (rabbit—>

guinea-pig) was detectable parallel to precipitating antibody, but could not be detectable in the

rabbits which had homocytotropic antibody. Heterocytotropic activity was stable to heat and

not sensitive to reduction and alkylation.
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